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Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和６年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 南区市民部地域振興課（582-4723）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成14年2月14日 延床面積

札幌市すみかわ地区センター 所在地 札幌市南区澄川４条４丁目４－４０名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

９０４．４２㎡

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増進に寄与
する。

多目的ホール、会議室（2室）、和室、実習室

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定単位
施設数：１施設

名称

募集方法

札幌市すみかわ地区センター運営委員会

令和５年（2023年）4月1日～令和10年（2028年）3月31日

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

所管局の評価

施設数：１施設

▼地域コミュニティーセンターとして「地域住民のコミュ
ニティー活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、
もって地域住民の福祉の増進に寄与する」という理念
の下、管理運営にあたり、以下の方針を策定した。
経営のスローガン：「地域に慕われるセンターの創造」
経営の重点：
  ①安全安心な施設運営（接遇、安全の強化）
　②心こもった的確な対応（公平な対応、的確な業務）
　③優しい職場（中にも外にも優しい職場環境）

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営されること
により、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセンターの管理運営を通
して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼関係が築かれ、地域社会にお
ける絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手の育成に寄与することも期待される。この
ようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団体により設立された団体及び当該設立された団体
を主な構成員とする団体並びに当センター等の管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団
体の推薦を受けた団体により、現に良好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせ
るために非公募としたもの。

適切に実施されて
いる。

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

　職員研修を大切にしながら
も、日常的に職員との情報共
有と共通理解を深めながら
運営にあたることができた。
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▼管理運営の組織に関しては、仕様書に基づき配置
努力を行った。
▼常勤職員３名での業務を基本としているが、３月末
退職者1名の後補充が万度にできず、日勤ハーフ勤務
の臨時職員１名の採用でスタートを切った。0.5人分の
不足に関しては、常勤職員の努力と夜間パート職員の
協力を得ながら運営にあたった。

▼職員との個別懇談を通して意見を反映しながら、組
織の確立と運営にあたった。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

　南区の他のセンターとの共
通性を高め運営にあたること
ができた。
　センター便りを毎月発行し、
当センターの講座や事業、施
設活用事業の紹介等を地域
に発信することができた。
　今年度は昨年度の過去最
高の利用者数を更新する結
果となっている。

▼「札幌市区民センター条例」及び「条例施行規則」等
に沿って運営にあたった。
▼職員研修や共通理解を積み上げながら、利用者に
不公平が起きないように原則に沿って対応にあたっ
た。
▼誰もが参加しやすい講座や事業を企画することを心
掛けたり、施設活用事業への参加を呼びかけたりと、
「地域の憩いの場づくり」を心掛けた運営を行った。
▼地域への情報提供を心掛け、センターでの取組や
展示案内、利用喚起を含めた貸室情報等を発信した。
▼貸室に対しては規則に則りながらも「利用者の立
場」も考え、苦情等の処理にあたり、その責任は館長
が担い直接対応することを原則とした。結果、苦情とし
ての扱い事例はなく、相談・懇談としての対応ですんで
いる。

▼札幌市が取組むクールビズ・ウォームシェアを意識
して実践した。
▼冬季暖房は「タイマー運転」とし、利用箇所を考えな
がら毎日細目に設定し、暖房費節約と利用者への適
切な暖を求めて運営した。
▼使用済み用紙の裏面利用や該当物品は資源回収・
リサイクル回収等を活用し環境に配慮し運営にあたっ
た。
▼事務用品や洗剤等はグリーンガイド製品を使用し
た。
▼環境に関するポスター等の掲示を行い、利用者へ
の啓発も心掛けた。

　業務内容や分担等を職員
で意識共有を行いながら進
めることができた。
　人材育成面では採用した
職員が結果１年で退職するこ
ととなり、その後の従事者確
保も十分とはいかなかったこ
とは反省点である。
　しかしながら、夜間パート職
員の日中従事への協力や職
員の努力で運営危機を乗り
切り、職場の結束は高まった
ともいえる。

　光熱水費の高騰もあり、毎
年前年度以上の効率的な運
営を意識して運営している。
しかし、酷暑と利用者増が相
まって大きな光熱費の経費
節減にはつながらなかった。

▼研修計画に基づき職員研修を重ねながら、意思の疎
通、共通理解、資質の向上に務めながら運営にあたっ
た。
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▼人材育成

以下の研修等を計画、実施した。

人数

9

8

9

9

9

9

10

10

10

10

1

49

開催日

４月

研修名

職員研修（1日)

課題解決・共有
合同訓練

職員研修(3日)

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

辞令交付、方針

個別課題対応

▼第５期指定管理者としての自覚をもって、センター条
例や施行規則、使用承認取扱要領等を職員と再確認
するとともに、昨年度との変更点を共有した。
▼職員との意見交換を行いながら、管理体制の維持
向上へ向けての共有を図った。

職員研修(２日)
救急救命講習（5
日）

7・8月
業務研修
環境整備

個別懇談

３月

辞令交付（１日）
職員研修(8日)

新人研修
共通理解

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

６月

９月

１０月中

防災訓練、マネー
ジメント研修

冬季対応確認
外部研修参加（3
名）

人事関係を含む懇
談

共有事項研修
新料金対応

２月
生涯学習関連施設
職員研修（25日）

講座企画の実施展
開とチラシ作成

１１月

総会報告、Wi-Fi貸
出研修他（会長送
別）

個別懇談

職員研修(4日)

職員研修(9日)

個別懇談
文化祭へ向けて

南消防署、運営委
員会、地域参加者
での防災研修実施

職員研修
防災研修(８日)

１２月

１月

▼　第三者委託は札幌市に届け出をした下記業務で
あり、契約は札幌市契約規則及び札幌市物品 ・ 役務
契約等事務取扱要領に準じ行った。昨年までの業務
内容や実績を評価しながらも、それぞれの業務の責
任者との懇談を持ちながら業務にあたらせた。
 ・　清掃業務
 ・　警備業務
 ・　除排雪業務
 ・　消防設備保全業務
 ・　自家用電気工作物保安管理業務
 ・　自動ドア保全業務
 ・　ガスヒートポンプ保全業務
 ・　舞台装置保全業務(吊物・収納ステージ）
 ・　建築設備点検業務

　計画通りの研修を積むこと
ができた。内部研修を中心に
個別の懇談や外部への研修
派遣も行い、職員個のスキ
ルアップと職場としての管理
能力のアップを目指した。
　左記以外にも臨時（個別）
に随時研修を重ね共通理解
に努めた。
　４・５月は新人研修を日常
的に行った。

　左記以外にも10月実施の
隣接する図書館との合同消
火訓練も有意義であった。
　１１月に夜間パート職員１
名を採用した。

　研修を積みながら管理水
準の向上に向けての意識の
醸成ができた。来年度７月か
らの新料金に対する考え方
の共有を図った。

　第５期指定管理期間２年目
にあたり、改めて各業者との
業務内容の確認と経費を懇
談し業務委託・契約にあたっ
た。
　業務の適切な執行に関して
は、現場に立会ったり定期的
に懇談したりしながら監督指
導にあたることができた。

概要

５月

実習室環境整備
館内業務研修
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▼　要望や苦情に関しては、職員研修の度に対応マ
ニュアルを確認している。
▼　今年度は細かな要望等はあったものの利用者に
は理解を得ており、苦情として報告や相談をした事例
はなかった。今後もきめ細かな対応を心掛けた運営を
行っていきたい。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

第３回
１１月２２日

①センター運営状況報告
②利用者代表との利用について意見
交流
③センター愛称に関する意見交流

第４回
３月５日

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の
開催）

開催回 協議・報告内容

①利用料金値上げに関する確認
②次年度の予算案に関して
③意見交流

▽　要望・苦情対応

運営委員会より　会長、担当副会長、事務局長
地域代表　　　　　元澄川連合会副会長
利用者代表　　　　3サークルの代表
札幌市　　　　　 　南区地域振興課（課長、係長、担当）

▼１，２，４回目は、南区コミュニティ施設館長会議を地
域振興課を交えて実施した協議会。３回目は、当セン
ター利用者代表との意見交換の場としての運営協議
会として実施。

▼　会計運営は「実費弁償による事務処理の受託等
に該当する会計」として行っている。
▼　資金管理は、令和６年度の収支計画書（市提出）
に基づき、月ごとに会計帳簿 ・ 財務諸表 ・ 試算表等
で確認している。 また、当運営委員会の内部監査によ
り、中間監査や年度末に本監査を実施している。その
結果を委員会や総会にて報告し承認を受けている。
▼　日常の現金の取り扱いについては、当委員会現
金取扱規程により、現金日計票及び小口現金出納帳
に記載し現金の出入りを管理記録している。

第２回
１０月３０日

①利用料金値上げに関して
②値上げ案に関する各館長の意見
③各施設運営状況情報交流

第１回
６月２５日

①Wi-Fi貸出に関して
②コミュニティ施設予約システム拡大
③各施設運営状況情報交流

　南区コミュニティ施設長会
議３回と当センターの利用者
代表参加の運営協議会１回
を予定通り開催することがで
きた。
　札幌市や各施設との共通
理解の場、利用者の声を運
営に反映させる場として有意
義であった。

　財務について、当運営委員
会監査及び札幌市の業務検
査を受けながら、適切に処
理・管理することができた。

　利用者からの要望等に関し
ては、誠意をもって対応し
た。
　特に苦情として扱う事例は
なかったが、利用料金値上
げに関する反対の声は聞か
れた。

　札幌市への報告等につい
ては、きめ細やかに行うこと
ができた。
　利用者・講座・事業等のモ
ニタリングは、すべて実施し
運営に活かしている。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼　利用者・事業・講座参加者別にセルフモニタリング
を実施し、館内に掲示し公開している。
▼　事業や札幌市が要求する報告等については、予
定通り行うことができた。
▼　事業評価については、各事業が終わるごとに担当
職員が報告書を作成し、職員全体で評価・反省し次に
生かすようにしている。
▼　協定書にある記録・帳票については全て整備し、
必要に応じて報告・提出している。

＜協議会メンバー＞
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

適切に実施されて
いる。また、毎月休
暇希望を把握して
シフトを作成するな
ど、休暇を取得で
きる環境づくりを進
め、有給消化
100％に近い数字
を達成したことは
高く評価できる。

適切に実施されて
いる。また、施設整
備等の維持管理に
あたっては、緊急
事態が起きた際、
迅速かつ適切な修
理保全を実施して
いることは評価で
きる。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▼　清掃業務
 ・　日常清掃（毎日）、定期清掃（年２回）
▼　警備業務
 ・　機械・巡回警備（毎日夜間1回）
 ・　警備機械点検（毎月1回）
▼　保守点検
 ・　消防用設備等点検業務
　　　 消火器具、自動火災報知設備等
       （年２回）
 ・　自家用電気工作物の保安管理業務
　　　 受電設備及び構内電線路他
　　   毎月1回(下旬）、年次点検（６月）
 ・　自動ドア保守点検業務
　　　 年4回

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

　当センターでは人的待遇面
での配慮を開館以来継続し、
パート職員の時給は最低賃
金をわずかではあるが上回
る額を今年度も支給すること
ができている。
　職員との個別懇談を通して
職場環境改善に努めた。
　毎月の勤務シフト作成につ
いては、事前に各職員の希
望を把握した後に館長が提
示し決定している。
　職員には有休取得を奨励
し、結果今年も消化率はほ
ぼ１００％に達成することが
できた。

　利用者の安全確保に関し
ては、全職員が最重要課題
として意識し取り組むことが
できた。
　緊急時の対応に関しては、
迅速に正確に丁寧にできる
よう研修を重ねている。
　市の要求水準の施設賠償
責任等のほか、事業・講座も
保険対応をし安全対策はで
きている。

　施設設備等の維持管理を
指定管理の5年を１サイクル
とし、見通しをもって管理に
努めている。
　委託業者との契約は細か
な懇談の後に結び、２年目を
迎えるにあたっても懇談を実
施している。
　日常点検を確実に実施しな
がら館の保守点検にあたっ
ている。故障や部品交換等
にあたっては迅速な対応がと
れた。
　月次点検には立会い、業
者と状況を懇談しながら保守
点検を行っている。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無
などの安全衛生面を含む)

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

▼　安全確保のため、職員による日常点検（朝と利用
後）や定期点検を行っている。
▼　利用者のケガや事故、体調不良等が起きた場合
の緊急対応の仕方を職員研修で行っている。
▼　消防訓練の実施や救急法の研修を全職員が行
い、緊急時に対応できるように努めている。
▼　職員連絡網や当運営委員会の役員連絡網、関係
機関連絡先、センター委託業者一覧等を作成し、職員
全員が適切に対応できる体制をとっ ている。
▼　保険の加入については、市の要求水準に沿った
施設賠償責任保険、併せてマネー保険（保管・輸送現
金等の保障）に加入している。
▼　講座や事業中で起きる万が一の事故のため、当
センター主催のものに関しては保険に加入して実施し
ている。

▼　パート職員の時給は、札幌市の最低賃金960円を
上回る990円を４月より支給し、10月からの最低賃金
1010円に対しては1030円にアップし支給している。
▼　夜間パート職員が時間外労働及び深夜労働をし
た場合は、法廷割合以上の割り増し賃金を支払ってい
る。
▼　セクハラ・パワハラ防止策について、雇用契約書
に明記している。
▼　常勤・パート職員共に有給休暇の取得を奨励し，
ワークライフバランスの取り組みを意識した運営を心
掛けている。全員が当年度の分の有給休暇を取得し
ている。
▼　労働基準監督署からの行政指導等は一切受けて
いない。（36協定書提出済）
▼　館長が全職員と個人面談を実施し（年数回）、勤
務に関する熱意や想い、問題点等を把握し改善を加
えながら運営にあたっている。
▼　正規職員を新たに雇用する際には、現在の非正
規職員・パート職員に声がけし面談を行った後に応募
している。
▼　雇入れ、職員採用時には、健康診断をしている。
▼　勤務シフト作成にあたっては、一人一人の都合や
希望を聞き取りながら毎月館長が作成して決めてい
る。

5
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▼　防災計画に基づき、危機管理に対応できるように
研修や訓練を行った。
 ・  消防訓練の実施（９・３月）
 ・  職員の救急法及び心肺蘇生法・AED研修の実施
 ・  南消防署員立会での避難訓練の実施
 ・  澄川図書館（隣接施設）との合同消火訓練実施
 ・  緊急連絡網や関係者・関係団体名簿の作成と配
付
 ・ ３月開催の「災害に備えて」研修では、南消防署の
協力を得ながら職員の力量を高める機会を設け、各
個人の救命救急力にお褒めの言葉をいただいた。

　利用者の安全や事故防止
に努めた。

・　舞台装置保全業務
　　   多目的ホール舞台装置吊物ステージ点検
       年1回（9月）
 ・　ガスヒートポンプ（ＧＨＰ）保守点検業務
　　   年1回
 ・　建築設備点検業務
　　   年1回

▼　修繕
 ・  ボイラー（GCH)修理、減圧弁・安全弁取替工事
 ・  熱源機（消耗品）交換
 ・  ホール音響チューナー取替
 ・　男女更衣室のカーテン取替
　　　　　　　＊10万円以下の修繕

　　　　　　　＊札幌市による10万円以上の修理なし

　故障箇所については札幌
市と相談しながら迅速に修理
にあたった。
　今年度は大きな設備修理
はなかった。今後も日常点検
を重視し、大きな修理につな
がらない管理をしていきた
い。

　緊急時の対応マニュアルや
連絡網・関係省庁一覧の更
新を行った。
　職員一人一人の対応力の
確認ができた。

▼　備品の管理
 ・  日常的に点検を行い、机や靴箱のネジのゆるみや
簡単な修理等は職員が行った。
 ・  扉の修理等は職員が行った。
 ・  事務用品としてパソコン１台購入

▼　駐車場の管理
 ・  混雑する日や事業がある場合は、交通整理をし、
安全確保と路上駐車はさせないようにしている。
 ・  図書館利用者が利用する場合は、必ずセンター に
声をかけてもらうよう習慣化を目指した。
 ・  冬期は駐車上に雪を堆積するため、駐車スぺース
の確保に配慮した。
 ・　駐車場での事故はなかった。

▽　防災

▼　外溝緑地管理業務
 ・　日常的に花壇等の整備を職員で行った。
　　 （球根や花の植え替え・草刈）
 ・　必要に応じて除草・剪定を業者に依頼した。

6
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

参加
率

理解
度

満足
度

1 6 12 9 75 100 100

2 5 12 12 100 100 100

3 4 8 10 125 100 100

4 1 12 16 133 100 100

5 2 10 10 100 100 100

6 6 12 11 92 100 100

7 3 12 8 67 100 100

8 6 12 9 75 100 100

9 6 16 11 69 100 100

10 5 8 7 88 100 100

11 5 12 12 100 100 100

12 1 12 19 158 100 100

13

50 138 134 - - -

回数
目標
人数

参加
人数

1 5 30 36

2 1 600 509

3 1 450 466

4 1 48 25

5 1 160 118

6 4 30 30

7 1 20 14

8 1 30 39

9

15 1,368 1,237

適切に実施されて
いる。講座（事業）
数及び回数は、概
ね計画通りに達成
しており評価でき
る。

ちえりあご近所先生
ペン習字

受講
人数

実績（％）
※目標80％

パソコン
ワード基本講座
自分のスマホで学ぶ
スマートフォン講座

楽しいパステルアート
講座

初夏のフラワーアレン
ジメント講座

札幌市環境ﾌﾟﾗｻﾞ連携

包丁研ぎ教室

　講座は、市指定講座数11
程度を満たすよう13講座を予
定したが、講師に合わせた
会場の手配ができず12講座
の実施となった。
　実施状況は、参加率が若
干目標値より低い講座もあっ
たが、総じて理解度満足度も
高く好評であった。
　なかでも、スマホとフラワー
アレンジメント講座は募集人
数を大幅に超える申し込み
があり、一部計画を差し替え
ニーズに応え再度実施した。
　講座の実施については、計
画通りにはならない面もあっ
たが、今後も利用者の声を
拾って実施していきたい。

ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ講座
～12月のｱﾚﾝｼﾞ

11 13 12

中止

計

▽　地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務 　地域住民の交流等を目的
とした事業は9事業を計画し
たが、シニア対象の事業が
実施できなかった。他8事業
は前年度より参加人数も増
え好評であった。
　子ども参加事業においては
積極的な参加が見られ、文
化祭や演奏会等も徐々に人
出は戻ってきている。また、
地域まちづくり事業「災害に
備えて」においては、南消防
署の防災講話、AEDの体験、
通信会社による災害時のス
マホ活用など評価が高かっ
た。参加者は「自分のこととし
てとらえ」本事業の必要性を
あらためて評価された。

回数 22 17 15

回数 55

パソコン　ワードス
テップアップ講座
若石（足もみ）健康法
講座
パソコン　初めての
パワーポイント講座
背骨コンディショニン
グ講座

編み物講座

65 50

講　座　名 回数
募集
人数

自分のスマートフォン
で学ぶスマホ講座

（参考）
前年度実績

計画 実績

事業数

（4）事業の計
画・実施業務

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

（参考）
前年度実績

計画 実績

講座数

10 9 8

事　業　名
参加率（％）
※目標80％

こども参加事業
夏休みこども寺子屋

120

秋の芸術展 85

文化祭 104

卓球開放day 52

演奏会
クリスマスコンサート

74

こども参加事業
冬休みこども寺子屋

100

囲碁交流会 70

地域まちづくり事業
「災害に備えて」

130

シニア参加事業
いきいきサロン

中止

計 -
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回数

1 14

2 14

3 19

4 23

5 48

6 20

7 1

139

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

0 件

取下げ 2 件 （預かり取下げ 2 ）

0 件

2 件 2 0 件）

27 件 9 18 件）

11 件 2 9 件）

適切に実施されて
いる。利用件数
は、概ね計画通り
に達成しており評
価できる。

  地域憩いの場づくり施設活
用事業は、7事業を計画し実
施した。
　参加者からは実施を歓迎
する声や回数を増やしてほし
いとの声も聞かれる。
　貸室の空き状況との兼ね
合いもあるが、機会を増やす
よう検討したい。

事　業　名

計

稼働率（％） 47.8 43.6 45.8

件数（件） 297 270 404

人数（人） 4,376 3,990 4,844

（5）施設利用
に関する業務

▽　利用件数等

R5実績 R6計画 R6実績

ホール

件数（件）

▽　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）に関する
業務

（参考）
前年度実績

計画 実績

稼働率（％） 78.0 71.0 85.1

事業数 7 7 7

回数 128 148 139

卓球事業

バドミントン事業

ファミリー卓球事業

ファミリーバドミントン事業

囲碁事業

将棋事業

子育てファミリースペース
「子育て広場」

1,148 1,050 1,285

人数（人） 16,503 15,030 17,857

1,016 930 974

人数（人） 7,670 6,990 9,266

件数（件）

37.0

件数（件） 414 380 578

人数（人） 1,778 1,620 2,582

稼働率（％） 27.1 24.7

稼働率（％） 39.8 36.3 53.8

ｷｬﾝｾﾙ還付

ｷｬﾝｾﾙ徴収 （半額 件 ・全額

変更 （清算有 件 ・清算無

減免

（半額 件 ・全額

　本年度の実績は、いずれ
の貸室も年度計画よりも上
回った。また、5年度の実績と
比較すると会議室の件数が
下がり稼働率がやや落ちて
いるが、利用人数は増えて
いる。
　本年度は講座終了後に２
つのサークルが誕生し、さら
に、新規利用団体も定着し
た。相対的に件数、人数、稼
働率は上昇し、利用料金収
入も前年度を超えた。
　今後も、利用されるよう、貸
室（空き室）状況表を館内、
ホームページなどで発信し、
利用を上げて行きたい。

会議室

実習室等

その他
（和室）

▽　不承認、取消し、減免、還付

不承認
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

回答

適切に実施されて
いる。

適切に実施されて
いる。

利用者の満足度
に係る要求水準を
定めている項目に
ついて、全て目標
値を10ポイント以
上上回る数値と
なっており高く評
価できる。

15.7%

▼　市内企業等の活用については、物品購入、修繕などを、地域
内、区内、市内の順位で業者を選定し発注した。
▼　印刷物は障がい者就労継続支援事業団体に依頼している。
▼　近隣地域の障害のある児童の支援施設の利用や介護施設の
方々の利用が増えている。バリアフリー化の施設が評価されてい
ると感じる。

　福祉施策への配慮として、
福祉団体に業務を依頼した
り、諸活動を支援していく姿
勢は今後も続けていく。

▽　利用者アンケートの結果

３　利用者の満足度

▼　本業務を遂行するため自主事業は行っていない。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

２　自主事業その他

▽　自主事業

▽　利用促進の取組

▼　貸室情報や講座・事業、利用サークルの紹介をセ
ンターだより、ホームページ等に掲載し利用促進に努
めた。また、講座・事業などは個別にチラシ、ポスター
を作り宣伝し、センターだよりも商業施設等に掲示して
いただいた。
▼　施設活用事業（無料開放）の案内は2か月単位で
ホームページに掲載している。
▼　貸室（空き室）利用状況を館内に掲示、また、ホー
ムページ等で知らせている。

　利用者が一目でわかる3か
月分の貸室の利用状況表
（随時更新）を玄関に掲示す
ると共に、ホームページにも
掲載し、空き室状況を利用者
が確認できるようにしている
事は好評で評価を得ている。
また、それが利用者の活動
計画に役立ち、利用促進が
図られている。
　センターだよりやホーム
ページ等で広報活動を充実
し利用促進に努めた。

（6）付随業務 ▽　広報業務

▼　センターのリーフレットを受付に常時配備。
▼　 「センターだより」を毎月発行し、館内掲示や地域
内の全戸回覧、また、地域内の商業施設等に掲示を
依頼している。ホームページにも掲載し地域外の方に
も情報発信している。
▼　講座 ・ 事業の情報は、センターだよりの他、広報
さっぽろ、STVデータ放送等に掲載している。
▼　ホームページは毎月1,000件を超える閲覧があり、
運営は、正確かつ迅速な情報掲載に努め、ウェブアク
セシビリティについてはアクセシビリティ評価ツールを
利用し、見やすいホームページ作りに努力をした。
      ＨＰアドレス
      ：https://www.sumikawa-chikucenter.jp

　 「広報さっぽろ」と共に「セ
ンターだより」が地域の情報
源となることから、センターだ
よりを毎月発行している。
　ホームページでは利用に関
する情報をはじめ、開放事業
の中止なども迅速に対応し
更新を行うことができた。
　新しくホームページの作り
直しを検討している。

▽　引継ぎ業務

実
施
方
法

セルフモニタリング　回答者　計 1,003人
*センター利用者（サークル、他）
　  実施期間　令和7年2月5日～3月5日
　　実施団体　94団体
　  実施人数　利用者  1，025名 内 回答者552人
*講座・事業アンケート
　  実施期間  講座・事業終了時
　  実施人数  講座受講者　    　134名 内 回答者 117人
　　　　　　　　　事業参加者      1,237名 内 回答者 334人

　利用者アンケートは、前年
度より回答数が多く得られ
た。回答内容は、これまでに
なかった悪いの内容の記載
が一部にみられた。内容は、
ホール利用者の貸室満足度
において多く見られ、料金値
上げ公表後にアンケートを実
施したためか利用金に対し
否定的な回答とコメントが
あった。また、ホールでの開
放事業の利用者の中からも
同様の書き込みがあった。し
かし、日常、利用者様と接し
ている中では批判はなかっ
た。

結果概要

セルフモニタリング　　回答者1,003人

満足 ← ← 良い 悪い

質問 4 3 2 1 0

 総合的満足度 62.5% 28.1% 5.6% 3.7% 0.1%

 職員の接遇 74.8% 9.1% 0.3% 0.1%

9
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講座 事業

広報さっぽろ 43.7 ％ 広報さっぽろ 6.6 ％

センターだより 23.8 ％ センターだより 20.2 ％

ポスター・チラシ11.1 ％ ポスター・チラシ 6.4 ％

ホームページ 7.9 ％ ホームページ 2.9 ％

d放送 0.0 ％ d放送 0 ％

家族・知人 7.1 ％ 家族・知人 41.9 ％

その他 6.4 ％ その他 22.0 ％

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

適切な収支により
施設運営されてい
る。

▲ 152 1,019 1,171

0%

1.6%

3.0%

513 ▲ 213

0

0

23,150

23,150

▲ 69

指定管理業務支出 23,081 ▲ 69

自主事業支出 0 0

自主事業収入 0 0

支出 23,081

0

【参考】 Ｒ６年度決算 内容

指定管理業務による利益還元 0

　今後も料金の値上げや利
用の制度も含めご理解して
いただけるように努めていき
たい。
　それ以外のご意見・ご感想
は「開放事業が楽しい」「演
奏会が良かった」「文化祭が
よかった。」、講座も「受講し
てよかった」など多くの声が
あった。
　今後も利用者を大切にしな
がら職員全員で、接遇・施設
管理・講座・事業の企画運営
等に努めていきたいと考え
る。

 講座の満足度 79.3% 16.4% 3.4% 0.9% 0.0%

 　　　　 理解度 79.3% 14.7% 5.2% 0.8% 0.0%

 事業の満足度 71.0% 26.6% 0.8% 0.0%

 貸室の満足度 51.4% 33.0% 8.0% 4.6%

 館内の清掃 77.7% 15.6% 6.5% 0.2%

 総合的満足度 良い（1）以上が 99.9 ％

 職員の接遇 良い（1）以上が 99.9 ％

 講座の満足度 良い（1）以上が 100　％

 講座の理解度 良い（1）以上が 100　％

 事業の満足度 良い（1）以上が 98.4 ％

 貸室の満足度 良い（1）以上が 97.0 ％

 館内の清掃 良い（1）以上が 100 ％

情報を得た広報媒体の割合

　広報媒体として「広報さっぽ
ろ」「地区センターだより」「ポ
スター・チラシ」ほか、情報が
広く等しく伝わるように努め
た。
　ついては、今後も更なる情
報媒体の充実を図って行き
たい。

４　収支状況

利用者
からの意
見・要望
とその対
応

▼利用に関する制度や施設 ・ 設備に関する意見・要望

意見・要望はなかった。

（千円）

項目 R6年度計画 R6年度決算 差（決算-計画）

24,100 1,102

指定管理業務収入 22,998 24,100 1,102

22,998

▽　収支

収入

指定管理費 16,781 17,448 667

自主事業による利益還元

利益還元

利用料金 5,491 6,139 648

その他 726

0

収入-支出

純利益 ▲ 152 1,019 1,171

法人税等

10
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▼　指定管理業務による利益還元
 ・　上記支出の人件費の管理判断により、本年度は利益
　　 還元は行わなかった。

　支出は予算に合わせた、縮減
予算となったが、人件費の最低
賃金上昇と光熱費の高騰を最大
限配慮し、消耗品等は最小限と
した。
　年度後半に収入の目途が立
ち、必要な消耗品が買える状況
となった。また、光熱費の高騰に
対しても指定管理費の追加（補
填）によって収支の見通しがつ
いた。

▼　収支
 ・　収入　24,100千円　-　支出　23,081千円
     結果、差引 1,019千円の差が生じ、純利益として残ったが
　　 すべて繰越金として、管理することとした。

　抑えられている指定管理費と
光熱費の高騰及び最低賃金の
上昇が予想されるなか、会計運
営も予断を許さなかったが、収
支も納まり決算を終えることがで
きた。来期も状況を把握しなが
ら、会計運営をしていきたい。

▽　説明 　収入は、縮小予算の中に加
え、光熱費の高騰、物価の上昇
と支出が増える要素があるとこ
ろ、何とか利用料金収入の増額
が必須であった。
　結果、貸室利用が増えたこと
により利用料金が増収し会計も
安定し、また、指定管理費の追
加（光熱費高騰や最低賃金に伴
う見直し分）が交付され大変助
かった。

▼　収入
 ・　指定管理費は予定配分の外、指定管理費の追加（人件費
 　　のスライド制による見直し分と光熱費高騰に伴う見直し分）
 　　が入り予算よりも667千円の増となった。
 ・　利用料金は、講座からサークルが結成され定期的に利用
　　する団体となり、新規の団体も増え予算よりも648千円の
　　増収となった。
 ・　その他については、講座・事業もほぼ予定通りに実施でき
 　　たが定員に満たない講座もあり、収入は計画よりも215千
 　　円下回った。
 ・  収入全体としては、計画より1102千円の増となった。

▼　支出
 ・  人件費は、最低賃金の上昇予測を立て対応した。
     今年度は、前年度に職員の退職があり、その補充採用が
　　決まらなかったため、臨時職員を雇用した。
　　賃金体系が違うため、予算が不執行となり、残額が出たが、
　　賃金の他流用はせず、翌年度の引き継ぎ等が手厚くできる
　　よう繰越することとした。
 ・ 事業費については、講座・事業はほぼ計画通りの実施し
　　たが、講座や事業の規模が縮小したため予算は若干残
　　った。
 ・　管理費については、光熱費の高騰により予算よりも517
　　千円上回ったが、指定管理費の追加（光熱費高騰に伴う
　　見直し分）で対応することができた。
 ・　今年度は、事務用パソコンの更新があり、支出全体を
　　鑑み、1台更新した。
 ・ 支出全体としては、計画より69千円下回った。
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不適

▼　当センターの財務状況は、厳しい財政状況下ではあるが、「収
入の確保」の向上と「経費節減」の努力で安定経営を保っている。
▼　アフターコロナで利用者数が戻ったり新しい顧客が増えたりし
た影響で、「利用料金収入」の増加となりなんとか収支を安定させ
ることができた。
▼　講座等の運営は、年度計画で予定していた通りほぼ実施する
ことができた。
▼　労働環境の向上については、業務に関する研修によるスキル
アップはもとより、働きやすい職場環境づくりを目指し、有給休暇
の積極的取得や良好な人間関係の構築に努め良好な職場を維
持している。
▼　職員の採用、育成等、人材の確保に務め、円滑な経営に努め
たい。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条
例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

適 不適

▼　個人情報については札幌市個人情報保護条例の定めるところ
により、適正に行っている。
 ・　貸室申請書、講座受講者名簿、事業参加者名簿、利用団体
  登録書、施設使用申告書等は一括管理し、施錠できる書庫で
  保管・管理している。
 ・　マイナンバー制度が平成28年1月1日から実施され、マイナン
  バーの関係書類は重要機密として取り扱い、常時施錠保管とし
  ている。
 ・　文書の廃棄においても個人情報に十分留意し、シュレッダー
  処理パソコン、記憶媒体等からの削除を確実に実施している。
 ・　利用サークルの問い合わせ等については、基本的にはセン
  ターが窓口となり、第三者からの問い合わせには、サークルの
  担当者本人の承諾を得てから連絡先等を伝えるを厳守してい
  る。
 ・　パソコンは順次更新し、セキュリティソフトを入れウィルス対
  策をしている。
     以上、札幌市と同等の責務をもって、札幌市から利用者に関
  する個人情報の開示の要求等があった場合には、これに応じ
  る。
 

▼　札幌市情報公開条例
     情報公開の努力をし、札幌市から管理業務に関する文書等の
提出の要求があった場合には、これに応じる。
　   情報公開請求件数　無

▼　行政手続条例
　　 使用承認等の行政処分は、同条例の定めに従い対応する。
　　 事例　無

▼　オンブズマン条例
 　　オンブズマンが苦情等の調査のため必要があると認めたときに
実施する質問、事情聴取、又は実地の調査について協力することに
努める。
　　実地調査　無
　以上、要請があれば速やかに状況を把握し、必要な協力に努め、
その指示に従う。

▼　札幌市暴力団の排除の推進に関する条例
　 　条例の基本理念、施策を理解し、協定に関連する契約（第三者
への委託、物品調達等）は、札幌市の物品・役務契約等事務取扱
要領に基づき、役務契約に暴力団がかかわった場合の「契約の解
除」を入れ対応している。
　　ついては、暴力団や暴力団関係事業者相手の契約はない。

▽　安定経営能力の維持 適
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Ⅲ　総合評価

次年度以降の重点取組事項 数を

改善指導・指示事項

適切に運営されているものと評価する。特に下記の項目
について高く評価する。
●利用者の満足度が継続して高い水準で推移していること
は、職員の接遇への配慮や適切な施設運営によるものと認め
られる。また、職員の有給取得率100％に近い数字を達成する
など、持続的な職員の働きやすさが根底にあるものと思料さ
れ、高く評価できる。

（改善を要する事項は特になし）

総合評価

②収支について

・ 収入については、利用料金収入額が予算の目標額を大き
く上回る結果となった。厳しい予算編成の中での年度スタート
ではあったが、増収となったことは大きな成果であった。
　 講座収入については予算額には達しなかった。各実施講
座の想定受講者数が少なかったことが主な要因だが、規模
を縮小しても計画通り実施し参加者の満足度は高かった。
    収入全体として、利用料金収入増と札幌市から指定管理
費追加支給額（光熱費補填等）を併せて、予算を上回る収入
となった。
・ 支出について、人件費は結果予算を残しての決算となった
が、職員減の中での１年間運営を行った関係であり、次年度
への人的育成への足がかりにしていきたいと考える。光熱費
に関しては経費節減努力と共に光熱費高騰に伴う見直し分
の増収で対応できた。
　最終的に黒字決算が見込める段階になって、補修や消耗
品・備品等の購入を当運営委員会にて協議し有効に支出し
た。

・ ４月当初より年度当初の業務計画通りに運営がなされた。
・ １２講座、９事業を行い年度当初の計画通り実施することが
できた。
・ 利用状況に関しては、アフターコロナとして利用者が戻って
きたり新規の利用者が増加したりして、過去最高の利用者数
を記録した昨年度と同様もしくはそれ以上のスタートが切れ、
結果昨年度を上回ることができた。

①業務計画の達成度について ①について

・ １１講座、１０事業を計画した。少人数でも確実に実施した
いと考える。
・  昨年以上の利用状況を維持向上させるために、地域への
発信と利用しやすい環境作りに更なる努力をしていきたい。
・ 施設活用事業（無料開放事業）についても、健康増進・地
域のコミュニケーションの場としてできる限り実施できるよう努
力していきたいと考えている。

②について

・ 収入に関しては、利用料金の改定（令和7年7月より）があり
その影響は定かではないが、第５期指定管理で算定されて
いる利用料金収入額を初めてアップさせ収支乖離が起きな
いよう予算を立てた。空き室を埋めるため「貸室（空き）情報」
をHP等で発信することは継続していきたい。また、講座・事業
の実施においても貸室との兼ね合いをみながら、利用者の
ニーズにあった企画立案を考えていきたい。
・ 支出に関しては、経費の縮減や光熱費の省エネに努めな
がら、今後も引き続き努力していきたい。
・ 収支をみながら「住民還元」として文化事業・講座の充実
や、設備や備品の改善を図っていきたい。

【指定管理者の自己評価】

総合評価

③利用者の満足度について  ③について

・ 年度当初より職員全員で経営の重点に一つとして「心のこ
もった的確な接客対応」に取り組んできた。今年度も セルフ
モニタリング利用者アンケート調査、講座・事業ごとに終了時
にアンケート調査を実施してきた。それらの声を受けながら職
員研修での共通理解の下運営にあたってきた。
 結果、センターの利用満足度、事業等の満足度、職員の接
遇、館内の清掃状況で高い評価を得ることができ、職員に
よって実践された成果と感じている。

・ 職場環境を整え職員の共通理解のもと、どうしたら利用者
拡大へとつながるか今後も模索していきたい。
　センター利用や講座事業の参加者の増加へ向け、地域へ
のPR活動を更に推し進め、センターだより並びにホームペー
ジの充実を図り、利用者の満足度に繋げていきたい。

④施設設備の維持管理について ④について

・ 館長を中心に全職員が、「朝夕の点検」、「利用後の整理整
頓 ・点検」等を日常的に行い、安全管理に気を配り管理業務
を行っている。施設設備に関しては、大型改修工事後に改善
された設備も多々あるが、基本築２２年経過している施設に
つき施設の維持保全には気を抜けない。利用者の安全を最
優先に考え、札幌市との連携を密に取りながら日常の施設
管理をしっかりと行ってきた。

・ 館内には老朽化してきた箇所もあり、日常的に点検をしっ
かりと行いながら利用者の安全に努めていく。
　　今後も故障個所や不具合が発見された際には、札幌市と
の連携を密にしながら迅速な対応を取っていく。
　　 施設の環境美化には今後も力を入れていきたい。

【所管局の評価】
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